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会員・賛助会員 各位

協同金融研究会

事務局長 小島 正之

第   回定例研究会 開催  知  

国の低金利政策が長期間続く中で、個人及び事業者が金融機関をどう評価し、利用しているの

か。興味深いテーマではないでしょうか。

全国銀行協会（全銀協）は金融機関利用者の銀行に対する意識変化を把握し、取り組むべき課

題を明確にすることを目的にアンケート調査を実施しました。

アンケートは 2012年度に一般生活者 3400名、企業経営者 300名を対象に実施され、金融機
関の利用実態と評価が協同組織金融機関を含め各業態ごとに分析されております。

そこで、協同金融研究会の運営会議のメンバーを中心にこのアンケート結果の分析を行い、定

例研究会でお示しし、そのなかで研究会参加者とも意見交換をおこなって、協同組織金融機関と

しての課題をも探っていきたいと思います。皆様の積極的なご参加をお願いたします。

記

１．開催日：２０１５年９月１７日（木）午後６時３０分～８時３０分

２．テーマ：⽣活者・事業者から⾒た協同組織⾦融機関の課題
〜全銀協アンケート結果から読み解く〜

３．報告者：小島 正之（協同金融研究会事務局長）
４．会 場：      主婦会館  階 会議室 

（ＪＲ、地下鉄丸ノ内線・南北線「四ッ谷駅」麹町口下車徒歩約１分）

５．参加費：  人     円  学生 院生    円 

６．申 込：下記申込書によりＦＡＸまたは e-mailで、９月１１日（金）までに、事務局に

お申し込みください。

協同金融研究会 事務局（担当：笹野、小島）

【FAX】            【e-mail】 kinyucoop@mail.goo.ne.jp

第１２２回定例研究会 参加申込書 2015年 月

日

氏 名

組織名・部署

メール・アドレス

他に参加者があれば

ご記入ください




